
授業科目名 担当講師名 対象学年 

保育・教職実践演習 西 雅雄 ２年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日   時限 

講義 １（30） ２年生教室 後期   不定期  不定期 

実務経験 本科目は、小学校教諭として実務経験のある教員による講義。 

授業のキーワード グループワーク（課題設定・現状分析・検討）、研究発表 

到達目標及び 

事前学習 

保育士、幼稚園教諭としての使命感、教育的愛情について省察する。社会

性や対人関係能力をみにつける。保育内容等の指導力についての基本的事項

を身につける。 

保育士、幼稚園教諭としての必要なコミュニケーション能力を習得する。 

学生自身が必要に応じて自己の資源と能力の向上に努めることができる

よう、発表、議論・ロールプレイを行う。KJ法を学習で発表する。 

授業計画（コマ） 授  業  内  容  

１ 保育者としての自己分析 

２        〃 

３ 保育者としての社会的使命と役割 

４ 保育者としての教育的愛情 

５ 保育・教育職の意義と職務内容 

６ 家庭・地域社会との連携 

７        〃 

８ こども・保護者との信頼関係の構築 

９        〃 

１０ 保育士に必要なコミュニケーション能力 

１１        〃 

１２ 討論、資料作り 

１３        〃 

１４ 発表 

１５ まとめ（終講試験） 

履修上の要件 
 

テキスト、教材、 

参考書 

「保育・教職実践演習」（近畿大学九州短期大学） 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

使用機器等 
 

成績評価の方法 発表、筆記試験 

備考  

 


